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（エキシマランプの一種であるキセノンエキシマランプから得られる波長 172 nm の光は、低
圧水銀ランプＵＶ光  (254 nm)と比較すると高いエネルギーを持ち、また水銀を含まないので
環境にやさしいと考えられる。） 
中村委員の質問とそれらに対する回答： 
1. エキシマＵＶ光の歯科臨床への応用の可能性について。 
（エキシマＵＶ光を歯質照射することにより，歯質のぬれ性の向上を確 認することができ
た．今後は，歯質と根管充填材，シーラー，接着材料のエキシマ照射によるぬれ性の向上を検
討し，接着力向上を目標にすることにより，歯科臨床への貢献を考えている。） 
 
主査の中村委員は、両副査の質問に対する回答の妥当性を確認するとともに、本論文の主張をさ
らに確認する為に上記の質問をしたところ、明解かつ適切な回答が得られた。 
以上の審査結果から、本論文を博士（歯学）の学位授与に値するものと判断した。 
（主査が記載） 
